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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月13日(2017.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個体における増殖性疾患を処置するための組み合わせ物であって、
ａ）タキサン及び担体タンパク質を含むナノ粒子の有効量、ならびに
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ｂ）ヌクレオシド類似体の有効量
を含む、方法。
【請求項２】
　前記ヌクレオシド類似体が、ゲムシタビン、カペシタビン、アザシチジン、アザチオプ
リン、シタラビン、クラドリビン、シトシンアラビノシド、ドキシフルリジン、フルオロ
ウラシル、ヒドロキシウレア、メルカプトプリン、メトトレキセートおよびチオグアニン
からなる群から選択される、請求項１に記載の組み合わせ物。
【請求項３】
　前記タキサンがパクリタキセルである、請求項１または２に記載の組み合わせ物。
【請求項４】
　前記ヌクレオシド類似体がゲムシタビンである、請求項１～３のいずれか一項に記載の
組み合わせ物。
【請求項５】
　前記担体タンパク質がアルブミンである、請求項１～４のいずれか一項に記載の組み合
わせ物。
【請求項６】
　前記アルブミンがヒト血清アルブミンである、請求項５に記載の組み合わせ物。
【請求項７】
　ナノ粒子組成物中の前記担体タンパク質と前記タキサンとの重量比が、１：１から１８
：１である、請求項１～６のいずれか一項に記載の組み合わせ物。
【請求項８】
　ナノ粒子組成物中の前記担体タンパク質と前記タキサンとの重量比が、２：１から１５
：１である、請求項１～６のいずれか一項に記載の組み合わせ物。
【請求項９】
　ナノ粒子組成物中の前記担体タンパク質と前記タキサンとの重量比が、４：１から１５
：１である、請求項１～６のいずれか一項に記載の組み合わせ物。
【請求項１０】
　ナノ粒子組成物中の前記担体タンパク質と前記タキサンとの重量比が、９：１未満であ
る、請求項１～６のいずれか一項に記載の組み合わせ物。
【請求項１１】
　前記ナノ粒子組成物中の前記ナノ粒子の平均直径が２００ｎｍ以下である、請求項１～
１０に記載の組み合わせ物。
【請求項１２】
　前記ナノ粒子組成物および前記ヌクレオシド類似体が前記個体に逐次投与される、請求
項１～１１のいずれか一項に記載の組み合わせ物。
【請求項１３】
　前記ナノ粒子組成物および前記ヌクレオシド類似体が併用的に投与される、請求項１～
１１のいずれか一項に記載の組み合わせ物。
【請求項１４】
　前記ナノ粒子組成物および前記ヌクレオシド類似体が同時に投与される、請求項１～１
１のいずれか一項に記載の組み合わせ物。
【請求項１５】
　前記ヌクレオシド類似体の投与前位に、前記ナノ粒子組成物が投与される、請求項１～
１２のいずれか一項に記載の組み合わせ物。
【請求項１６】
　前記ナノ粒子組成物および前記ヌクレオシド類似体が前記個体に４週間のうち３週間投
与される、請求項１～１５のいずれか一項に記載の組み合わせ物。
【請求項１７】
　前記ナノ粒子組成物および前記ヌクレオシド類似体が両方、前記個体に週毎に投与され
る、請求項１～１５に記載の組み合わせ物。
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【請求項１８】
　前記ヌクレオシド類似体が週に１回未満の頻度で投与される、請求項１～１６に記載の
組み合わせ物。
【請求項１９】
　前記ヌクレオシド類似体が２週間に１回投与される、請求項１～１５のいずれか一項に
記載の組み合わせ物。
【請求項２０】
　前記ナノ粒子組成物の各投与間の間隔が１週間未満である、請求項１～１５のいずれか
一項に記載の組み合わせ物。
【請求項２１】
　前記ナノ粒子組成物および前記ヌクレオシド類似体の量が前記個体の腫瘍のサイズを低
減させるのに有効である、請求項１～２０のいずれか一項に記載の組み合わせ物。
【請求項２２】
　前記タキサンが３０～３００ｍｇ／ｍ２の用量で投与される、請求項１～２１のいずれ
か一項に記載の組み合わせ物。
【請求項２３】
　前記タキサンが５０～２５０ｍｇ／ｍ２の用量で投与される、請求項１～２１のいずれ
か一項に記載の組み合わせ物。
【請求項２４】
　前記タキサンが１００～１５０ｍｇ／ｍ２の用量で投与される、請求項１～２１のいず
れか一項に記載の組み合わせ物。
【請求項２５】
　前記ヌクレオシド類似体が１０００～２０００ｍｇ／ｍ２の用量で投与される、請求項
１～２４のいずれか一項に記載の組み合わせ物。
【請求項２６】
　前記増殖性疾患が癌である、請求項１～２５のいずれか一項に記載の組み合わせ物。
【請求項２７】
　前記癌が膵癌である、請求項２６に記載の組み合わせ物。
【請求項２８】
　前記膵癌が転移性膵癌である、請求項２７に記載の組み合わせ物。
【請求項２９】
　前記膵癌が進行性膵癌である、請求項２７に記載の組み合わせ物。
【請求項３０】
　前記ナノ粒子組成物が、静脈内投与されるために安定している、請求項１～２９のいず
れか一項に記載の組み合わせ物。
【請求項３１】
　前記ナノ粒子組成物が滅菌濾過が可能である、請求項１～３０のいずれか一項に記載の
組み合わせ物。
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